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　．牧水先生の51回忌にあたる9月

17日、生家の裏山にある『ふるき

との尾鈴の山のかなしきよ秋もか

すみのたなびきて居り．の歌の刻

まれている歌碑の前で行われまし

た。

　牧水顕彰会長の木村町長をはじ

め、遺族、関係者など約100名が

参列し、神事のあと塩月景置きん

の朗詠、つついて坪谷中生徒の合

唱するなか、同中1年生の日高美

紀きんと矢野正子きんがみ二姿で

　　　　　めづらしくここ

歌碑に先生が生前愛しておられた

清酒がそそがれました、

　歌碑祭終了後、参列者は生家で

行われた塩月儀市さんの一牧水先

生の生涯．と題する記念講演を聴

き偉業をしのびました．

　近年は、記念館、生家、歌碑等

の見学のため、県内外からの多数

の参観者があり、牧水先生の遣業

がきらに高く認識きれつつあるこ

とは、まことは喜ばしいかぎりで

あります。

　　ろ晴れつつながめ入．る

けふ秋雨のかなしくもあるか

　　　　　　　　牧　水
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自
覚
あ
る

　
十
月
七
日
（
日
）
は
衆
議
院
議
員
総

選
挙
と
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審

査
の
投
票
日
で
す
。

　
政
治
の
主
人
公
は
私
た
ち
一
人
一
人

で
す
．
、
良
い
政
治
も
悪
い
政
治
も
私
た

ち
自
身
の
手
で
つ
く
ら
れ
る
も
の
で

す
．
、
私
た
ち
の
意
志
を
国
政
に
反
映
き

せ
る
た
め
に
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
み

ん
な
で
自
覚
あ
る
↓
票
を
投
票
し
ま
し

よ
．
つ
．
、不

在
者
投
票

　
投
票
日
に
、
仕
事
や
や
む
を
得
な
い

用
務
で
投
票
所
へ
行
け
な
い
人
や
、
病

気
・
出
産
な
ど
の
た
め
歩
け
な
い
人
は

前
も
　
て
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
町
選
挙
管

一
票
を

理
委
．
員
会
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
．
．

郵
便
で
不
在
者
投
票

　
身
体
障
害
者
手
帳
又
な
戦
傷
病
者
手

帳
を
ナ
つ
つ
て
い
る
人
で
、
あ
る
一
定
以

上
の
障
害
の
あ
る
方
に
つ
い
て
は
、
郵

便
で
不
在
者
投
票
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
．
．
く
わ
し
い
こ
と
は
、
町
選
挙
管

理
委
，
貝
会
へ
お
尋
ね
く
ゼ
き
い
，

投
票
の
時
間

　
投
票
の
で
き
る
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。

　
な
お
、
一
部
の
投
票
所
で
は
投
票
の

時
聞
を
短
く
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
か
ら
、
配
布
き
れ
た
入
場
券
で
お

二、

の
ル圃

1
柴
踊

青日
愈・博岬評t

釈

確

’♂

ンノ

ノ

、

♪曹P

い
　o

入
場
券
を
も
っ
て

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
配
ら
れ
た

入
場
券
を
お
忘
れ
な
く
ご
持
参
く
だ
き

い
。

　
も
し
、
入
場
券
を
な
く
き
れ
て
も
投

票
は
で
き
ま
す
か
ら
、
投
票
日
に
は
そ

の
旨
を
投
票
所
の
係
員
に
お
申
出
く
だ

・
て
、
い
，文

字
が
書
け
な
い
と
き

　
文
字
が
書
け
な
い
人
あ
る
い
は
身
体

が
不
自
由
な
た
め
、
自
分
で
投
票
で
き

な
い
人
は
当
日
係
員
に
申
し
出
て
く
だ

き
い
．
．

　
補
助
者
が
か
わ
r
・
て
候
補
者
の
氏
名

を
書
い
て
く
れ
ま
す
。

　
安
心
し
て
お
頼
み
く
だ
き
い
一
．

最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査

　
衆
議
院
議
員
総
選
挙
の
投
票
と
同
時

に
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国
民
審
査
が

あ
り
ま
す
．
．

　
最
高
裁
判
所
は
、
憲
法
と
法
律
を
守

る
重
要
な
役
目
を
持
一
・
て
い
る
の
で
、

最
高
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
任
命
き
れ

た
後
初
め
て
行
わ
れ
る
総
選
挙
の
と
き

国
民
審
査
を
受
け
、
そ
の
後
十
年
ご
と

に
国
民
審
査
う
け
る
こ
と
に
憲
法
で
き

ま
｛
．
て
い
ま
す
。
「

　
3
つ
一
し
、
　
審
査
の
ワ
結
果
、
　
口
能
免
．
　
（
引
、
」
め

ん
・
職
務
を
や
め
き
せ
る
こ
3
・
」
）
を
可

と
す
る
投
票
が
多
か
っ
た
場
合
は
、
そ

の
裁
判
官
は
や
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　
二
酉
耶
の
方
法
は
、
　
衆
議
院
議
口
貝
濯
嶋
挙

の
投
票
用
紙
の
ほ
か
に
、
係
の
人
が
別

の
用
紙
を
渡
し
て
く
れ
ま
す
．
、
こ
の
用

紙
に
は
審
査
き
れ
る
裁
判
官
の
名
前
が

書
い
て
あ
り
ま
す
が
、
や
め
き
せ
た
い

人
が
あ
れ
ば
そ
の
名
前
の
上
に
ワ
へ
印
を

つ
け
そ
の
必
要
が
な
い
と
思
う
人
に
は

何
も
書
か
な
く
て
よ
い
0
2
で
す
．

　
お
宅
に
配
ら
れ
る
審
査
公
報
や
新
聞

な
ど
の
記
事
を
み
て
、
よ
く
考
え
て
投

票
し
ま
し
よ
う
。

自然ではルールを守らなければ生きていけ

ません。

私たち人間も同じです．

よりよい社会をつくるためきれいな選挙を

行いましょう。

町報とうこう（3）

建設大臣表彰

⇒

　昭和52年2月6日にひらかれた

「あすをきずく人づくり運動東郷

町大会」の席一ヒで町立養護老人ホ

ーム鈴退園の糸平筆助きん（当時

83歳）に県知事表彰の伝達と町長

の感謝状が贈られてから2年目、

9月14日に県庁知事室に於て建設

大臣表彰の伝達が行われました。

　これは国道527．号線沿線（東郷

橋～成願寺）の美化を8年以．ヒも

つづけていることに対して贈られ

たものです。

ミス十五夜誕生

　日向市の十五夜祭と宮崎国体日

向会場のコンパニオンをつとめる

隔ス十五夜．にきびしい審査を

パスして畝原利江きん（農協東郷

支1占勤務）が選ばれました。

　畝原きんたちは一ミス十五夜．

として12日から3日間お祭りを盛

り上げ、引き続き国体の終る19日

まで国体コンパニオンとして従事

する二とになっています。

←

兼㌦．，

？

響
亀

日
案
累
重
・
と
塵
謬
体

炬
火
リ
レ
ー

　
第
三
十
四
同
国
民
体
育
大
会
に
か
か

る
大
会
旗
と
炬
火
が
町
内
を
リ
レ
ー
さ

れ
て
通
過
し
ま
す
。

　
な
お
、
市
町
村
の
火
と
し
て
、
東
郷

町
で
は
鶴
野
内
の
鶴
野
内
神
社
に
出
て

採
火
式
が
所
な
わ
れ
、
日
向
市
よ
り
鳥

川
を
通
り
南
郷
村
え
と
リ
レ
ー
き
れ
る

炬
火
に
、
東
郷
町
の
火
と
し
て
東
郷
橋

で
合
火
き
れ
ま
す
．

　
こ
れ
は
、
大
会
の
主
会
場
と
な
る
県

総
合
運
動
公
園
の
陸
上
競
技
場
に
点
火

さ
れ
る
炬
火
を
、
県
内
全
市
町
村
を
リ

レ
ー
す
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
大
会
9
2

意
義
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
き

れ
る
も
の
で
す
．

▽
期
日
　
1
0
月
1
0
日
（
祝
）

▽
走
者
人
数

　
青
年
2
5
名
（
男
1
5
・
女
1
0
）

　
小
学
生
4
0
名
（
福
瀬
小
8
名
・
東
郷

　
　
　
小
1
6
名
・
坪
谷
小
8
名
・
越

　
　
　
表
小
8
名
）

　
中
学
生
3
5
名
（
東
郷
中
2
1
名
・
坪
谷

　
　
　
中
7
名
・
越
表
分
校
7
名
）

▽
コ
ー
ス
と
時
間

　
（
日
向
市
よ
り
）

　
鳥
川
橋
　
こ
　
1
3
時
3
9
分

田
辺
宅
前

（
自
動
車
）

13

桙
T
0
分

一
（
走
　
送
）

川
越
宅
下
　
2
　
1
3
時
5
8
分

病
院
前
二

東
郷
橋

記
八
，
心
館

　
（
自
動
車
）

［
　
1
4
時
0
7
分

　
1
4
時
2
5
分

　
（
走
送
）

　
　
　
　
（
走
送
）

合
火
・
－
　
．
…
…
．
一

）
1
4
時
3
2
分
　
事
式
ト

　
　
　
　
　
一
　
く
一

　
　
　
　
　
社
ノ
タ

　
　
　
　
　
神
神
採
ス

　
（
自
動
車
）
内

「
　
鷺
鋤

　
　
　
　
　
一
時
時
時

　
　
　
　
　
　
1
3
1
4
1
4

）
1
4
時
4
6
分

（
走
　
送
）

市
谷
川
崎
　
こ
　
1
4
時
5
7
分

　
　
入
口

越
小
分

（
自
動
車
）

〕
1
5
時
1
1
分

一（

ﾚ
送
）

　境
　谷
＿橋
南

郷こ一
村
え15

）時
　23

　分
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器
妖
与
踏
謡

一
霞
・
…

…＝

ﾙ
魁
…

町
民
体
育
大
会

　
セ
［
円
二
十
｝
日
「
家
庭
の
日
　
に
町

営
総
ム
ロ
ゲ
．
’
つ
ウ
ン
ド
、
－
で
第
十
九
回
町
民

体
六
目
小
ヘ
ム
ム
♪
を
開
催
い
ハ
」
「
し
↓
嵐
♪
」
二

　
当
日
は
「
．
家
庭
の
日
［
で
・
も
あ
’
ウ
、

町
民
の
健
康
づ
く
り
と
明
朗
で
豊
か
な

人
間
性
を
助
長
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

♂
、
明
る
い
町
づ
く
り
を
目
ぎ
し
て
い
ま

距
㌔
多
数
の
ご
参
加
と
応
援
を
お
願
い

し
ま
す
，
な
お
、
開
催
要
綱
は
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
、
、

［
、
・
期
日
　
十
月
二
十
一
日
（
日
曜
日
）

、
時
間
　
八
時
十
分
　
　
集
合

　
　
　
　
八
時
三
十
分
　
開
会
式

・
追
加
種
目
▽
千
五
百
警
、
二
↑
代
、

　
　
　
　
三
十
代
、
四
へ
代

　
　
　
　
7
千
㍑
．
「
、
五
二
代

統
計
調
査
の
こ
協
力
を

　
「
．
昭
和
五
十
四
年
就
業
構
造
基
本
調

査
　
が
十
月
一
日
現
在
で
実
施
き
れ
ま

す
．
二
．
の
調
査
は
産
業
や
職
業
別
に
働

い
て
い
る
人
が
ど
の
く
ら
い
い
る
か
、

あ
る
い
は
現
在
佳
事
が
な
く
て
仕
事
を

探
し
て
い
る
入
が
ど
の
（
ら
い
い
る
か

な
ど
就
業
に
関
す
る
基
本
的
な
結
果
を

明
ら
か
に
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
更
に

い
ろ
い
ろ
な
事
項
を
調
査
し
、
国
民
の

就
業
に
関
す
る
実
態
を
ふ
・
・
ま
y
、
・
ま
な
面

か
ら
明
ら
か
に
す
る
最
も
基
本
的
な
統

計
調
査
で
す
、
．

　
ま
た
、
こ
の
調
査
は
三
年
目
ご
と
に

実
施
ふ
、
、
れ
て
来
ま
し
た
が
、
今
回
の
調

査
は
、
最
近
の
雇
用
情
勢
に
か
ん
が
み

前
回
調
査
か
ら
二
年
目
に
当
た
る
本
年

に
実
施
瀞
・
㌔
れ
、
f
月
八
日
か
ら
十
四
日

の
間
に
刻
当
世
帯
を
調
査
員
が
訪
問
し

ま
し
た
ら
調
査
の
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
や
し
‡
へ
’
り
．
．

…
、
調
査
地
区
　
広
瀬
（
二
瀬
区
）
、
鹿

　
　
瀬
（
迫
野
内
区
）
、
山
内
・
中
山

　
　
（
鶴
野
内
区
）
、

　
以
上
の
調
査
区
内
の
世
帯
の
中
か
ら

調
査
世
帯
が
一
定
の
方
法
に
よ
っ
て
選

定
み
れ
調
査
村
象
と
な
り
ま
す
．
一

図
書
の
寄
贈

　
福
岡
県
在
住
の
九
州
建
設
機
械
販
売

株
式
会
社
社
長
矢
野
善
助
き
ん
（
坪
谷

出
身
）
か
ら
七
十
八
冊
も
の
図
書
の
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
．
．

　
矢
野
善
助
き
ん
に
厚
く
お
礼
申
し
あ

げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
さ
ん
に
ご
利
用

い
た
だ
く
よ
う
一
部
を
紹
介
し
ま
す
，

　
　
図
書
名
　
　
　
　
著
者
名

八
甲
田
山
死
の
彷
倥
　
新
田
次
郎

海
は
甦
え
る
　
　
　
　
江
藤
　
淳

日
本
海
軍
英
傑
伝
　
　
実
松
　
譲

日
本
で
い
ち
ば
ん
好
か
れ
た
男

　
　
　
　
　
　
　
　
鮫
島
志
芽
太

黒
白
の
旅
路

血
と
油
と
運
河

憲
法
の
す
べ
て

ち
よ
つ
と
い
い
話

作
家
の
表
象

日
本
防
衛
体
制
の
内
幕

夏
樹
静
子

梶
山
季
之

福
田
恒
存

ロ
板
康
二

奥
野
健
男

尾
崎
秀
樹

海
原
　
治

券
．

善
意
の
と
も
し
び

　
忌
明
寄
付
と
し
て
、
つ
ぎ
の
か
た
か

・
．
つ
善
意
が
よ
せ
ら
れ
ま
し
た
．
．

　
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。
一

7
福
瀬
の
新
名
哲
朗
き
ん
か
ら

　
　
（
岩
聡
き
ん
・
8
2
歳
ご
死
去
）

▽
仲
深
の
吉
野
重
久
き
ん
か
ら

　
　
（
二
十
き
ん
・
8
5
歳
ご
死
去
）

7
鶴
野
内
の
上
田
キ
ヨ
子
き
ん
か
ら

　
　
（
河
野
ハ
ツ
エ
き
ん
・
6
5
歳
ご
死

　
　
去
）

▽
仲
深
の
佐
藤
芳
雄
き
ん
か
ら

　
　
（
二
朗
き
ん
・
4
6
歳
ご
死
去
）

▽
横
浜
の
作
田
ス
マ
子
き
ん
か
ら

　
　
（
透
き
ん
・
7
4
歳
ご
死
去
）

今
月
の
税
金

町
　
県
　
民
　
税
　
3
　
期

国
民
健
康
保
険
税
　
3
　
期

納
　
期
　
1
0
月
3
1
日

心
配
ご
と
相
談

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
心
配
ご
と
の

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
、
．
家
庭
や
生
活

児
童
問
題
、
そ
の
他
の
な
や
み
、
心
配

ご
と
の
相
談
を
う
け
、
解
決
の
糸
口
を

み
つ
け
た
り
、
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